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法
人
会
は
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　企
業
の
発
展
を
支
援
し

　地
域
の
振
興
に
寄
与
し

　
　国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
経
営
者
の
団
体
で
あ
る
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第 11 回

通
常
総
会
を
開
催

令
和
３
年
度
功
労
者
へ

感
謝
状
を
贈
呈

会
員
増
強
功
労
者

宇都宮法人会会長  黒本淳之介宇都宮税務署署長  水落　誠 氏

栃木県宇都宮県税事務所
所長  内田光昭 氏

関東信越税理士会宇都宮支部
支部長 板垣弘一 氏

令

（
敬
称
略
）

和
４
年
６
月
14
日
㈫
市
内
本

町
「
宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
デ
」
に
お
い
て
、
会
員
73
名
（
別

途
委
任
状
２
２
８
２
名
）
お
よ
び
来
賓

出
席
の
も
と
第
11
回
（
通
算
55
回
）
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。

な
お
、
本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
状
況
が
不
透
明
な
た
め
、

規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
し
、
総
会

後
の
懇
親
会
に
つ
い
て
も
、
感
染
リ
ス

ク
軽
減
の
た
め
中
止
と
し
た
。

議
事
で
は
報
告
事
項
と
し
て

①
令
和
４
年
度
事
業
計
画

②
令
和
４
年
度
収
支
予
算

③
令
和
５
年
度
税
制
改
正
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施
状
況

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
引
き
続

き
議
案
の
審
議
に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案
の
令
和
３
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
承
認
の
件
に

つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ

た
。第

二
号
議
案
の
定
款
の
一
部
変
更
承

認
の
件
に
つ
い
て
も
原
案
ど
お
り
承
認

可
決
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案
の
役
員
の
報
酬
等
及
び

費
用
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
承
認

の
件
に
つ
い
て
も
原
案
ど
お
り
承
認
可

決
さ
れ
た
。

議
事
終
了
後
、

会
員
増
強
、
福
利

厚
生
制
度
の
推
進

に
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
機
関
、
支

部
、
個
人
に
対
し

感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
た
。

な
お
、
総
会
議

案
資
料
に
つ
い
て

は
当
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
情
報
公

開
欄
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

本
年
の
通
常
総
会
に
お
い
て
、
令
和

３
年
度
の
会
員
増
強
、
福
利
厚
生
制
度

の
推
進
に
功
績
の
あ
っ
た
機
関
、
支
部
、

個
人
を
発
表
し
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

た
。

○
機
関
（
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
機
関
）

　㈱
栃
木
銀
行

○
個
人
（
目
標
達
成
し
た
個
人
）

　
㈱
帝
装
化
成
　
　
　
田
口
　
志
朗

　
㈲
大
礒
開
発
　
　
　
礒
　
　
賢
次

　
㈲
い
ち
ご
広
告
社
　
橋
本
　
文
夫

　
㈱
無
限
開
発
　
　
　
石
井
　
弘
之

　
㈱
町
田
建
塗
工
業
　
町
田
　
卓
大

○
支
部
（
目
標
達
成
し
た
支
部
）

　
陽
南
幕
田
支
部

　
さ
く
ら
支
部

　
西
原
花
房
支
部

　
マ
ロ
ニ
エ
支
部

　
細
谷
戸
祭
支
部

　
駅
東
支
部

　
上
三
川
支
部
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科　　　目 当年度予算

◆一般正味財産増減の部
　　　経常収益計
　•経常費用
　　　事業費
　　　管理費
　　　経常費用計
　　　当期経常増減額
　　　法人税、住民税及び事業税
　　　当期一般正味財産増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高

84,377,650

73,340,110
10,916,616
84,256,726
120,924
120,000
924

114,847,615
114,848,539

（単位：円）

科　　　目 当年度

◆一般正味財産増減の部
　　　経常収益計
　•経常費用
　　　事業費
　　　管理費
　　　経常費用計
　　　当期経常増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高

71,432,398

55,705,621
8,591,349
64,296,970
7,135,428

107,712,187
114,847,615

令和３年度 正味財産増減計算書
令和３年４月１日から令和４年３月31日まで

令和４年度 収支予算書
令和４年４月１日から令和５年３月31日まで

（単位：円）

（上段右から）
㈱栃木銀行　益子康之 氏
㈱帝装化成　田口志朗 氏
㈲大礒開発　礒　賢次 氏
（下段右から）
㈲いちご広告社　橋本文夫 氏
㈱無限開発　石井弘之 氏

（上段右から）
大同生命保険㈱宇都宮支社　佐藤弥生 氏、近藤千代 氏
（下段右から）
ＡＩＧ損害保険㈱宇都宮支店　村田孝之 氏
足利不動産㈱　篠﨑恵蔵 氏

第11回通常総会議案書

福
利
厚
生
制
度
推
進
功
労
者

○
支
部

　
１
．
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度

　
　
　
新
規
紹
介
企
業
数 

〈
上
位
３
支
部
〉

　
　
北
支
部

　
　
城
山
支
部

　
　
さ
く
ら
支
部

　
２
．
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド

　
　
　
新
規
企
業
加
入
実
績 

〈
上
位
３
支
部
〉

　
　
駅
東
支
部

　
　
御
幸
平
出
支
部

　
　
陽
南
幕
田
支
部

　
３
．
が
ん
・
医
療
保
険
制
度

　
　
　
新
契
約
高
実
績 

〈
上
位
３
支
部
〉

　
　
石
井
横
田
支
部

　
　
細
谷
戸
祭
支
部

　
　
マ
ロ
ニ
エ
支
部

（
敬
称
略
）

宇
都
宮
税
務
署
長
感
謝
状
拝
受

（
敬
称
略
）

○
優
良
推
進
員
・
代
理
店

　
１
．
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度

　
　
大
同
生
命
保
険
㈱
宇
都
宮
支
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
弥
生

　
　
大
同
生
命
保
険
㈱
宇
都
宮
支
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
千
代

　
　
大
同
生
命
保
険
㈱
宇
都
宮
支
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
　
恵
子

　
２
．
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド

　
　
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
㈱
宇
都
宮
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
　
孝
之

　
３
．
が
ん
・
医
療
保
険
制
度

　
　
足
利
不
動
産
㈱

国
税
の
広
報
に
対
す
る
長
年
の
協
力

に
対
し
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　（
公
社
）宇
都
宮
法
人
会
女
性
部
会
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公益社団法人 宇都宮法人会  社会貢献活動委員会 社 会 貢 献 事 業

細谷戸祭支部
　

マロニエ支部
　

御幸平出支部
　

駅東支部

石井横田支部
　
　
　
　

陽南幕田支部
　

さくら支部

西原花房支部

清住塙田支部
　

中央支部

北支部

城山支部

雀宮支部

河内支部
　
　

上三川支部

上河内支部

■ 新会員紹介（令和４年３月～令和４年５月入会）

設　楽　健　一
岩　上　　　滝

荒　井　健　司
　　同　左

荒　井　榮　治
増　渕　賢　一

伊　藤　幸　則

石　川　将　之
高　木　信　広
江　口　智　也
中　山　貴　臣
榎　　　殖　宏

藤　井　由美子
尾　上　豪　孝

葛　西　美也子

金　尾　和　哉

佐　藤　良　治
　　同　左

荻　　　美　紀

佐　藤　伊　織

佐　藤　優　樹

江　添　祐　生

小　澤　洋　夫
飛　田　拡　樹
梅　村　英美子

尾　髙　壮　勇

中　村　哲　夫

㈱あづま
㈲岩上

㈱スマート不動産
大　澤　拓　也

㈱整工社テクノス
栃木県調理師連合会

サンユークリーン

㈱日本環境
㈱タカギシンテック
㈱ＳＫＹ ＬＡＲＫＩＮ
㈱縄文電気
㈲榎ビルサービス

㈱ＣＣＲ音楽事務所
㈱尾の上

スナック リズ

KITCHEN THREE PIECE93

佐藤畳工業所
見　目　英　昭

荻税務会計事務所

( 同 )たてがみ

おかず横丁 母と子の台所

㈱Ｅ－コンツェルン

小澤商事㈱
㈱スマイルゲート
(特非 )うつのみやオリーブ

Chef’s Table ODAKA

中村家

0 2 8 - 6 2 2 - 4 9 5 9
0 2 8 - 6 2 4 - 6 5 6 5

0 2 8 - 6 6 6 - 4 1 7 1
080 -8736 -4020

0 2 8 - 6 6 1 - 7 8 8 7
0 2 8 - 6 6 3 - 4 5 1 1

0 2 8 - 6 7 8 - 6 0 2 3

090 -2154 -4004
0 2 8 - 6 8 8 - 0 5 6 6
0 2 8 - 6 5 9 - 5 9 1 8
0 2 8 - 6 1 2 - 7 4 2 8
0 2 8 - 6 5 7 - 6 4 8 0

0 2 8 - 6 5 8 - 8 9 3 3
0 2 8 - 6 1 2 - 3 9 5 6

090 -4002 -4924

0 2 8 - 6 1 6 - 8 5 4 7

0 2 8 - 6 2 2 - 3 4 9 7
0 2 8 - 6 2 2 - 8 6 5 6

0 2 8 - 6 3 4 - 4 5 1 8

0 2 8 - 6 6 6 - 3 3 8 0

090 -2477 -1031

0 2 8 - 6 1 2 - 8 8 0 0

0 2 8 - 6 7 2 - 2 1 0 6
0 2 8 - 6 7 5 - 6 9 4 2
0 2 8 - 6 7 8 - 6 7 3 6

0 2 8 2 - 2 8 - 6 7 7 6

0 2 8 - 6 7 4 - 2 0 5 2

宇
都
宮
市
長

　感
謝
状
拝
受

社
会
貢
献
活
動
委
員
会
は
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
の

浄
財
を
も
と
に
宇
都
宮
市
内

の
福
祉
施
設
２
カ
所
へ
備
品

を
寄
贈
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
宇
都

宮
市
長
か
ら
福
祉
の
向
上
に

寄
与
し
た
と
し
て
感
謝
状
を

い
た
だ
い
た
。

宇都宮市戸祭 2-4-5
宇都宮市細谷町 306

宇都宮市竹林町 331-12 NAKANO壱番館 103
宇都宮市竹林町 515-1 岩渕ハイツ 102

宇都宮市陽東 8-16-20
宇都宮市平出町 3580-5 IFC 栄養専門学校内

宇都宮市東峰町 3101-40

宇都宮市上横田町 775-9
宇都宮市石井町 2935-5 ピーアカーサ E棟
宇都宮市上横田町 1468-7
宇都宮市石井町 2531-13
宇都宮市屋板町 690-2

宇都宮市江曽島 2-17-15
宇都宮市西川田 3-21-43

宇都宮市桜 2-6-26 桜町ハイツ 810

宇都宮市弥生 1-1-13 ウインドパーク 306

宇都宮市松原 2-8-10
宇都宮市松原 2-7-8

宇都宮市中央 1-7-3

宇都宮市野沢町 4-34

宇都宮市駒生町 1281

宇都宮市高砂町 20-2

宇都宮市相野沢町 77-4
塩谷郡高根沢町光陽台 1-1-2 理容室 rocket
宇都宮市立伏町 447-50

河内郡上三川町上蒲生 2200

宇都宮市下小倉町 950-1

普通洗濯業
不動産管理業

土地売買業
土木工事業

建築設計業
文化団体

その他の建物サービス業

消毒業
内装工事業
一般貨物自動車運送業
一般電気工事業
ビルメンテナンス業

レコード制作業
板金工事業

バー、キャバレー、ナイトクラブ

その他の専門料理店

内装工事業
その他の電子部品・デバイス・電子回路製造業

税理士事務所

中古自動車小売業

食堂、レストラン

労働者派遣業

素材生産サービス業
理容業
他に分類されない非営利的団体

その他の専門料理店

食堂、レストラン

住  所代 表 者 T E L 業  種法 人 名
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公益社団法人 宇都宮法人会  社 会 貢 献 事 業

令和４年２月24日　講師：佐藤靖 さん（豊郷北小）

令
和
３
年
度

　
租
税
教
室
開
催

令和３年６月29日　講師：小林正明 さん（簗瀬小）

令和４年１月18日　講師：名村史絵 さん（海道小）

宇
都
宮
法
人
会
で
は
、

宇
都
宮
市
・
上
三
川
町
の

28
小
学
校
１
４
５
０
名
の

児
童
に
対
し
租
税
教
室
を

実
施
し
た
。

西原花房支部

雀 宮 支 部

上三川支部

清 原 支 部

清住塙田支部

御幸平出支部

城 山 支 部

さくら支部

河 内 支 部

陽南幕田支部

〃

〃

城 山 支 部

さくら支部

中 央 支 部

御幸平出支部

清 原 支 部

上河内支部

雀 宮 支 部

西原花房支部

北 支 部

〃

細谷戸祭支部

〃

清 原 支 部

陽南幕田支部

〃

〃

駅 東 支 部

マロニエ支部

駅 東 支 部

〃

〃

馬場宮園支部

北 支 部

〃

西 原 小 学 校

雀宮東小学校

明治南小学校

清原北小学校

東 小 学 校

平石中央小学校

城山西小学校

姿川中央小学校

田原西小学校

緑が丘小学校

〃

〃

城山東小学校

姿川第二小学校

簗 瀬 小 学 校

平石北小学校

清原東小学校

上河内西小学校

新 田 小 学 校

西 小 学 校

篠 井 小 学 校

国本中央小学校

昭 和 小 学 校

〃

清原南小学校

陽 南 小 学 校

〃

〃

城 東 小 学 校

海 道 小 学 校

今 泉 小 学 校

〃

〃

中 央 小 学 校

豊郷北小学校

〃

明 賀 一 博

青 柳 勝 男

谷 中 久 志

小 倉 一 智

小 沼 正 則

関 　 喜 一

矢古宇栄次

明 賀 一 博

船 田 雅 弘

橋 本 　 栄

細 谷 好 弘

沓 澤 栄 子

矢古宇栄次

金 柿 説 生

小 林 正 明

関 本 順 一

水 沼 孝 夫

佐 藤 　 靖

青 柳 勝 男

佐 藤 健 成

佐 藤 　 靖

寺 崎 幸 也

山 本 孝 雄

安 藤 寛 樹

小 倉 一 智

細 谷 好 弘

千 葉 恭 裕

橋 本 　 栄

川 人 健 司

名 村 史 絵

阿久津雄一

鈴 木 隆 夫

鈴 木 修 司

﨑 尾 　 肇

佐 藤 　 靖

桜 井 啓 一

４月30日

５月21日

５月28日

　 〃

６月８日

６月９日

６月11日

６月18日

６月21日

６月25日

　 〃

　 〃

６月25日

６月29日

　 〃

７月１日

７月８日

７月12日

７月15日

11月29日

　 〃

12月３日

　 〃

　 〃

12月14日

　 〃

　 〃

　 〃

１月13日

１月18日

１月20日

　 〃

　 〃

１月21日

２月24日

　 〃

開催日 実施小学校 支部名 講　師
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企 業 紹 介

［西原花房支部］足利銀行  一条町支店

［馬場宮園支部］焼肉 からし家 ［細谷戸祭支部］株式会社 ホカゾノ設計

［上三川支部］株式会社 利美

□住所：宇都宮市下戸祭2-15-18
□ＴＥＬ：０２８‐６２４‐５６５６　□ＦＡＸ：０２８‐６２４‐００７２
□事業種：補償コンサルタント業、測量業

都市計画や駅前再開発、区画整理事業など、国や地方自治体
が公共事業を推進する上で、その公共用地取得に係わる一切の
補償業務を代行する補償コンサルタント会社㈱ホカゾノ設計は、
補償コンサルタントという言葉がまだ耳慣れないときより、い
ち早く業務許可を受け、補償８部門中６部門を登録する栃木県
指折りの企業として、確固たる実績を築き上げてきました。
各部門に専門的な技術や知識を有するエキスパートを配し、
これから先も研鑽を重ね、未来環境の創造と新しい社会資本の
再構築に向けて寄与していきたいと願っております。

代表取締役／外　園　和　弘

□住所：河内郡上三川町大字上三川4665-2
□ＴＥＬ：０２８５‐５６‐７３３６　□ＦＡＸ：０２８５‐３９‐８２９７
□ E-mail：toshimi.kappo@gmail.com　□事業種：飲食業

弊社は令和４年２月に「株式会社利美」となりました。６年程前に
本格的に始めた仕出し弁当は、リピーターも多く、季節感と見た目に
こだわり、会議・セミナー・接待・法要・祝事・町自治会・学校行事など、
さまざまなシーンに合わせたお弁当をお客様の希望する時間・場所に
配達いたします。そう考えますと、上三川という町はどこにも行きや
すい、いい町だとつくづく思います。栃木が誇るブランド豚「ゆめポ
ーク」を使用したお弁当「三彩 -kobako-」は、２月に行われた「全
国お弁当・お惣菜大賞 2022」で 5325 エントリーの中から入選させて
いただきました。お客様のニーズにお応え出来るよう、日々アップデ
ートしていき、心をこめたお弁当を一つ一つ丁寧にお作りします。

11部門に41923点のなかから選ばれた受賞作11部門に41923点のなかから選ばれた受賞作
お弁当・お惣菜大賞2022お弁当・お惣菜大賞2022

代表取締役／渡　辺　利　仁

□住所：宇都宮市一条4-1-6
□ＴＥＬ：０２８‐６３３‐８２１１
□事業種：金融業

足利銀行一条町支店は昭和33年に現在の地へ新築移転し、今
年で開設64年目を迎えました。
60年以上もの永きにわたり営業することができましたのも、
ひとえに地域の皆さま方のご厚情の賜と心より感謝申しあげま
す。これからもお客さまへの感謝の気持ちを胸に、地域密着型
の総合金融機関として、地域の皆さまのさまざまな課題に寄り
添い、ともにあゆみ解決することで、地域経済の持続的発展に
貢献し、地域に必要とされる銀行を目指してまいります。
職員一同、日々努力をしてまいりますので、今後とも変わら
ぬご愛顧を賜りますようお願い申しあげます。

支店長／須　賀　雅　幸

□住所：宇都宮市池上町2-10　□ＴＥＬ：０２８‐６３３‐４４８８
□定休日：年中無休　□営業時間：17:00～0:30（L.O 0:00）
□事業種：飲食業

“美味しい焼肉で最高のおもてなし”
厳選された肉は熟練の職人による“手切り”でご提供させてい
ただきます。見ための美しさと柔らかい食感で納得の美味しさ
です。お客様のお好みは赤身肉それとも霜降り肉？！ご要望に
合わせてご提供させていただきます。お気軽にご相談くださ
い！

代表／金　田　成　浩
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企 業 紹 介

ご注文は
 こちらから！

［御幸平出支部］いずみ産業株式会社

［清原支部］有限会社 ステーキいづつや

［さくら支部］和食  登夢 ［さくら支部］

［上河内支部］株式会社 オニックスジャパン

［本　店］□住所：宇都宮市上桑島町1393 □ＴＥＬ：０２８‐６５６‐５５８０
［長岡店］□住所：宇都宮市長岡町431-1 □ＴＥＬ：０２８‐６７８‐８８８８
□ＵＲＬ：https://www.idutsuya.com　□事業種：飲食業

落ち着いた雰囲気の店内で、有名銘柄肉はもとより味と質の
良さで全国各地より厳選した最高級の和牛だけを扱っており、
本物の味わいと風味をお楽しみいただけます。
また、ランチもディナーもメインの料理を注文いただくとド
リンクバー・サラダバー・オードブルやデザートなどのバイキ
ングが食べ放題に！常時30種類ほどの料理をご用意しておりま
す。ご家族、ご友人、もちろんお一人でもお腹一杯おいしい料
理をご堪能ください。

代表取締役／坂　寄　悦　男

□住所：宇都宮市上欠町1103-1
□ＴＥＬ：０２８‐６１２‐１９８７　□定休日：水曜日
□営業時間：11:00～13:00・17:30～21:00
□事業種：飲食業

季節の食材を使った料理とお魚を中心とした食事をお楽しみ
いただける和食店です。
パティシエの作る本格デザートもおすすめです。落ち着きあ
る静かな和空間が、寛ぎの時間をご提供いたします。夜は「季
節の料理を使ったおまかせコース料理」の予約も承ります。

店主／金　沢　　亮

□住所：宇都宮市平出工業団地43-18
□ＴＥＬ：０２８‐６６４‐１１１５　□ＦＡＸ：０２８‐６６０‐０３３１
□事業種：廃棄物収集運搬・中間処理業務・解体事業

弊社は昭和43年に創業し、一般廃棄物・産業廃棄物の収集運
搬、中間処理業務及び解体業務を営む企業として「お客様第
一」、更に「限りある資源のリサイクル推進運動によるゴミ減
量化で社会に貢献する」をモットーに掲げ、活力ある地域作り
の推進、公害防止・自然環境の保全に全社員一丸となって取り
組み、地域社会に対して責任を果たすため日々の活動を行って
おります。

代表取締役／熊　本　範　章

□住所：宇都宮市中里町677-8
□ＴＥＬ：０２８‐６２３‐１２５５　□ＦＡＸ：０２８‐６２３‐１２５６
□ＵＲＬ：http://onix-jpn.com　□事業種：麺類製造卸売業

明治33年に『製粉・製麺業』として創業し、今年123年目を
迎えました。『妥協無き美味しさの追求』として、昔から受け
継がれた製法を大切に、日々製造に励んでおります。
コロナ禍に対応したサービスとして、ランチタイムにすぐ食
べられる美味しい麺を事業所にお届けする【社食DERIめん】が
好評です。前日の15時までにご注文→翌日の昼にご注文品を事
業所へお届けします。月毎に変わるメニューが全て割引価格で
お楽しみいただけます！オニックスの『美味しい！』麺で笑顔
になってください♪  詳細はQRコードで！

代表取締役／大　西　盛　明
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【
筆
者
紹
介
】

海
部
隆
太
郎
（
か
い
べ
・
り
ゅ
う
た
ろ
う
）

法
政
大
学
卒
。
全
国
紙
記
者
、Ｉ
Ｔ
企
業
を

経
て
フ
リ
ー
。
中
小
企
業
を
中
心
に
幅
広
い

課
題
を
取
材
・
執
筆
活
動
を
展
開
す
る
。

特 集

一
言
居
士
の
経
済
と
生
活
雑
感

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

海
部
隆
太
郎

水
は
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ

へ
流
れ
る
。
重
力
が
あ
る
の
だ
か
ら
物

体
は
皆
同
じ
は
ず
な
の
だ
が
、
逆
に
低

い
と
こ
ろ
か
ら
高
い
と
こ
ろ
へ
と
引
き

寄
せ
ら
れ
る
モ
ノ
が
あ
る
。「
お
金
」

は
金
利
と
い
う
力
に
引
っ
張
ら
れ
て
高

い
と
こ
ろ
へ
と
吸
い
上
げ
ら
れ
て
い

く
。
あ
ま
り
に
も
高
金
利
の
場
合
は
リ

ス
ク
が
伴
う
の
で
要
注
意
。
そ
れ
に
し

て
も
長
期
間
に
及
ぶ
ゼ
ロ
金
利
政
策

で
、
目
立
っ
た
お
金
の
流
れ
を
見
る
こ

と
な
く
過
ご
し
て
き
た
。

こ
ん
な
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

お
金
は
寂
し
が
り
屋
で
あ
り
、
友
を
求

め
て
集
ま
る
習
性
が
あ
る
。
友
が
少
な

い
と
そ
の
場
を
嫌
い
、
友
が
多
い
場
所

を
求
め
て
移
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
い

う
。
だ
か
ら
お
金
持
ち
に
は
お
金
が
集

ま
り
、
我
々
の
よ
う
な
者
の
財
布
に
は

留
ま
っ
て
く
れ
な
い
。
薄
情
な
奴
ら
だ

と
嘆
い
て
も
仕
方
な
い
。
少
し
で
も
長

く
居
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
そ
の
手
法
を
知
ら
な
い
。

世
の
中
に
は
、
お
金
集
め
の
指
南
書
が

溢
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
い
い
の

か
。
と
て
も
信
用
で
き
な
い
。

経
済
は
、
常
に
成
長
し
て
い
く
も
の

だ
と
疑
わ
な
か
っ
た
。
給
料
も
何
と
か

会
社
に
し
が
み
つ
い
て
い
れ
ば
増
え
て

い
く
と
思
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
上
昇
神

話
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
り
見
事
に
崩

さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
這
い
上

が
り
、
そ
し
て
ま
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
で
不
景
気
の
底
に
落
と
さ
れ
て
し

ま
っ
た
記
憶
は
新
し
い
。
経
済
産
業
記

者
と
し
て
時
代
の
最
先
端
を
取
材
し
て

き
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
大
き
な
経

済
の
波
に
振
り
回
さ
れ
て
い
た
だ
け
の

よ
う
な
気
が
す
る
。

自
己
満
足
は
生
き
が
い
に
不
適
当

経
済
で
も
個
人
的
な
活
動
で
も
、
上

り
調
子
の
時
は
周
囲
を
気
に
せ
ず
突
き

進
ん
で
も
問
題
な
く
、
自
己
満
足
で
よ

か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
失
敗
や
後
に
反
省

す
べ
き
こ
と
は
多
々
あ
る
。
一
転
し
て

下
り
坂
に
な
る
と
何
を
し
て
も
臆
病
に

な
り
、
貝
の
よ
う
に
閉
じ
こ
も
っ
て
様

子
見
の
状
態
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
時

に
こ
そ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
行
動
で
目
の
前

の
壁
を
越
え
る
努
力
を
す
る
べ
き
な
の

だ
が
、
信
念
が
な
い
だ
け
に
動
き
が
取

れ
な
く
な
る
。

知
識
量
・
経
験
に
裏
付
け
さ
れ
た
度

胸
あ
る
決
断
と
行
動
力
は
、
逆
風
に
も

立
ち
向
か
え
る
と
考
え
る
。そ
こ
に
は
、

社
員
の
た
め
、
家
族
の
た
め
な
ど
し
っ

か
り
と
し
た
目
的
意
識
が
あ
る
は
ず
。

順
風
満
帆
の
時
に
も
社
会
貢
献
な
ど
の

目
的
意
識
を
も
っ
て
い
た
は
ず
だ
が
、

厳
し
い
時
代
に
な
る
と
そ
れ
が
薄
れ
変

化
し
て
し
ま
う
。
誰
の
た
め
の
会
社
な

の
か
、
ど
の
よ
う
な
経
営
を
心
掛
け
る

べ
き
か
、
厳
し
い
時
代
に
こ
そ
創
り
上

げ
る
べ
き
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

偉
そ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
も
今
現
在

の
自
分
は
、
国
民
の
三
大
義
務
を
何
と

か
守
れ
る
程
度
。
と
く
に
納
税
の
義
務

は
、
年
相
応
と
は
思
い
つ
つ
も
申
し
訳

な
い
程
度
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

キ
チ
ン
と
務
め
て
き
た
し
、
こ
れ
か
ら

は
好
き
な
事
だ
け
を
考
え
生
き
て
い
け

ば
い
い
と
決
め
た
。
し
か
し
、
何
を
や

れ
ば
い
い
の
か
好
き
な
こ
と
が
浮
か
ば

な
い
。
机
の
上
の
物
の
配
置
や
、
コ
ー

ヒ
ー
の
い
れ
方
、
服
装
な
ど
、
ど
う
で

も
い
い
よ
う
な
こ
と
に
こ
だ
わ
り
続

け
、
自
己
満
足
し
て
い
る
だ
け
。

好
き
な
事
を
し
て
生
き
て
い
く
こ
と

を
改
め
て
見
つ
め
直
す
と
、
自
己
満
足

を
極
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
悲

し
す
ぎ
る
。
と
い
う
こ
と
で
、
何
で
も

口
を
は
さ
む
世
間
的
に
は
嫌
わ
れ
る
人

に
な
る
し
か
な
い
と
思
う
。
前
向
き
で

人
の
た
め
に
な
る
ア
ド
バ
イ
ス
程
度
な

ら
問
題
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
自
身

を
励
ま
し
な
が
ら
、
結
局
、
今
の
延
長

線
に
な
る
。
人
は
日
々
積
み
重
ね
て
き

た
結
果
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
。
軌
道

修
正
は
早
い
う
ち
に
行
う
の
が
基
本
だ
。
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【
筆
者
紹
介
】

宝
住
与
一

（
ほ
う
ず
み
・
よ
い
ち
）

日
光
市
生
ま
れ
、
宇

都
宮
高
校
、
北
海
道

大
学
医
学
部
卒
業
、

昭
和
54
年
宇
都
宮
市
で
開
業
、
宇
都
宮
市
医

師
会
役
員
を
経
て
、
宇
都
宮
市
医
師
会
長
、

栃
木
県
医
師
会
長
、
日
本
医
師
会
副
会
長
を

歴
任

高
齢
者
の
脱
水

医
　
師
　

宝
住
与
一

特別寄稿前
回
で
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
止
め
る

と
宣
言
し
ま
し
た
が
、
自
分
が
脱
水
に

な
り
大
変
な
思
い
を
し
た
の
で
、是
非
、

高
齢
者
に
警
告
の
意
味
で
、
こ
れ
を
書

く
気
に
な
っ
た
次
第
で
す
。

脱
水
症
状
は
暑
い
季
節
に
起
き
る
だ

け
で
寒
い
季
節
等
、
全
く
起
こ
る
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

又
、
か
な
り
自
覚
症
状
が
あ
る
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
私

が
起
こ
る
等
全
く
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

私
の
日
常
は
週
１
回
だ
け
で
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
主
と
す
る
診
療
所
に

行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
行
く
前
日
は
不

眠
で
夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
て
、
就
寝

は
11
時
30
分
頃
、
床
に
つ
い
た
が
眠
れ

ず
、
３
時
30
分
頃
起
き
風
呂
に
入
り
、

眠
れ
ず
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
碁
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
寒
か
っ
た
の
で
再
度

風
呂
に
入
り
、そ
の
ま
ま
床
に
入
ら
ず
、

診
療
所
に
行
き
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
調
子
が
悪
い
と
は
思
い
ま

し
た
が
、
寝
不
足
の
せ
い
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
。
診
療
所
に
つ
い
て
、
幸
い

殆
ど
患
者
さ
ん
は
い
な
か
っ
た
の
で
、

う
と
う
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
昼
頃
に

な
り
ト
イ
レ
に
行
こ
う
と
し
た
ら
目
眩

が
し
て
、
フ
ラ
フ
ラ
し
何
か
つ
か
ま
ら

な
い
と
歩
け
な
い
状
況
で
、
や
っ
と
ト

イ
レ
に
行
き
椅
子
に
座
り
ま
し
た
が
寝

不
足
の
せ
い
と
思
い
、
そ
の
う
ち
治
ま

る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
昼
に

な
り
昼
食
を
と
ろ
う
と
し
た
と
き
、
ひ

ど
い
目
眩
が
し
吐
気
も
し
、
全
く
食
欲

が
な
く
、
そ
の
ま
ま
寝
込
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
看
護
師
が
少
し
お
か
し
い
と

思
っ
た
よ
う
で
「
す
ぐ
に
帰
っ
た
ほ
う

が
良
い
。
何
処
か
内
科
の
先
生
に
か
か

る
と
こ
ろ
は
あ
る
か
」
と
尋
ね
ら
れ
、

初
め
て
そ
う
だ
な
と
思
い
帰
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

先
日
、
私
と
寮
で
同
室
だ
っ
た
Ｏ
君

が
脳
梗
塞
の
発
作
で
入
院
し
た
と
の
こ

と
だ
っ
た
の
で
、
私
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

年
齢
な
の
で
、脳
梗
塞
が
心
配
に
な
り
、

家
に
帰
し
て
貰
い
救
急
病
院
に
行
き
、

す
ぐ
補
液
、
検
査
を
し
無
事
脳
梗
塞
は

な
く
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
こ
ろ
に
は
補
液
も
終
わ
り
、
す
っ
か

り
具
合
が
悪
く
な
る
前
の
状
態
に
戻

り
、
目
眩
と
吐
気
は
す
べ
て
消
え
て
い

ま
し
た
。

自
分
の
前
日
の
生
活
を
考
え
て
み
る

と
、
夕
方
18
時
に
食
事
を
と
っ
た
後
、

翌
日
の
昼
ま
で
、
少
し
は
水
分
を
取
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
、
何
も

口
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
事
で
、
脱
水

症
状
が
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
な
い
状

態
だ
っ
た
と
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

も
し
、
一
人
で
い
た
ら
、
た
ぶ
ん
死

ん
で
い
た
可
能
性
が
高
か
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
と
て
も
自
分
一
人
で
は
医
療

機
関
に
行
け
る
状
態
で
な
か
っ
た
の

で
。
そ
の
時
、
は
っ
と
思
い
ま
し
た
。

私
の
友
人
知
人
で
突
然
亡
く
な
っ
た
人

を
何
人
か
知
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
は

自
覚
症
状
が
あ
ま
り
な
い
状
態
で
脱
水

状
態
が
出
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
心
臓

発
作
等
、
ほ
か
の
突
然
亡
く
な
っ
た
人

達
に
と
っ
て
脱
水
が
引
き
金
に
な
っ
た

可
能
性
が
高
い
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
し
つ
こ
い
よ
う
で
す
が
高
齢
者
の
人

た
ち
に
水
分
を
十
分
と
る
よ
う
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
い
。
私
の
友
人
（
大
学
教

授
を
し
て
い
た
）
の
話
だ
と
大
学
病
院

で
は
検
査
の
際
、
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し

て
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
措
置
を
し
、

一
人
も
亡
く
な
っ
た
人
は
い
な
い
と
の

話
で
し
た
。
す
る
と
大
学
病
院
で
検
査

を
す
る
と
き
は
そ
ん
な
に
具
合
の
悪
い

人
は
い
な
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
外

出
先
で
突
然
亡
く
な
っ
た
人
も
亡
く
な

る
ほ
ど
具
合
が
悪
い
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
の
た
め
、
早
く

手
当
す
る
こ
と
で
ほ
と
ん
ど
の
人
が
助

か
る
と
思
い
ま
す
。
他
人
の
い
な
い
と

こ
ろ
で
は
（
一
人
の
時
は
）
く
れ
ぐ
れ

も
ご
用
心
を
。
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税務署
だより

宇都宮税務署からのお知らせ 内容について、 詳しくは国税庁ホームページをご覧いただくか、
宇都宮税務署〈 TEL 028-621-2151（代表）〉宛お問合せください。
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今後の主な事業

第
48
回
定
時
総
会
開
催

フ
ェ
ス
タ
マ
イ
宇
都
宮
２
０
２
２

ブ
ー
ス
出
店

●６月～２月 租税教室
●７月 宇都宮税務署署長表敬訪問
●８月31日 本部・支部・部会役員合同研修会
●９月６日 時局講演会（青年部会協力）
●９月９日 関東信越法人会連絡協議会青年部会連絡協議会合同セミナー
●10月 特別医療研修会（青年部会共催）
●10月19日 親会チャリティゴルフ大会（青年部会共催）
●10月29日～31日 第22回全国障害者スポーツ大会（青年部会協力）
●11月 秋季講演会（青年部会協力）
●11月25日 第36回全国青年の集い沖縄大会
●１月 親会新年賀詞交歓会（青年部会協力）
●２月 経営者育成セミナー
 第７回税金ウルトラクイズ（青年部会主催・女性部会協力）
●３月 県下青年部会合同講演会

明賀部会長挨拶。

第二部研修会にて
野田統括国税調査官からご講演。▼

▲メンバー集合写真。

▲ブース風景。久々の開催でしたが、こどもたちも楽しそうにしてました。

▲来賓の皆様。お忙しい中、ありがとうございました。

▲上程のシーン。いつになく緊張が走ります。

▲黒本淳之介会長からご挨拶。

▲会場風景。多くのメンバーが集まりました。

去
る
２
０
２
２
年
５
月
22
日
㈰
に
宇

都
宮
城
址
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
「
フ
ェ
ス
タ
マ
イ
宇
都
宮
２
０
２

２
」
に
青
年
部
会
で
は
、
こ
ど
も
た
ち

を
対
象
に
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
販
売
し
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ご
来
場
い
た

だ
け
る
の
か
不
安
な
部
分
は
正
直
あ
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
ま
で
と
は
い
い
ま

せ
ん
が
、
来
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
は

誠
心
誠
意
を
尽
く
し
丁
寧
に
応
じ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
も
２

年
以
上
経
ち
、

意
識
や
社
会
情

勢
も
だ
い
ぶ
変

わ
り
ゆ
く
昨
今
、
今
回
は
宇
都
宮
東
武

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ
に
て
６
月
２
日
に
無

事
開
催
。
来
賓
と
い
た
し
ま
し
て
親
会

か
ら
は
黒
本
会
長
、
女
性
部
会
か
ら
福

田
部
会
長
、
宇
都
宮
税
務
署
よ
り
茅
野

副
署
長
、
野
田
統
括
国
税
調
査
官
、
石

原
上
席
調
査
官
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
後
に
研
修
会
を
開
催
し
、
前
回

に
引
き
続
き
「
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
の
概
要
に
つ
い
て
〜
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
理
解
の
た
め
に
〜
」
を
テ
ー
マ
に

野
田
統
括
国
税
調
査
官
か
ら
直
々
に
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
令

和
５
年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
登
録
か

ら
領
収
書
明
細
の
消
費
税
の
表
し
方
な

ど
再
度
復
習
の
意
味
も
含
め
、
資
料
を

確
認
し
な
が
ら
の
分
か
り
や
す
い
ご
講

演
で
し
た
。

〈
第
一
号
議
案
〉

令
和
３
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支

決
算
報
告
承
認
の
件

監
査
報
告

↓
全
会
賛
成
。
可
決
。

〈
第
二
号
議
案
〉

令
和
４
年
度
事
業
計
画（
案
）並
び
に

収
支
予
算（
案
）承
認
の
件

↓
全
会
賛
成
。
可
決
。
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第
43
回
通
常
総
会

　
　
税
務
研
修
会
開
催

第
16
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
静
岡
大
会
」
参
加

フ
ェ
ス
タ
マ
イ
宇
都
宮
２
０
２
２

ブ
ー
ス
出
店

介
護
用
品
贈
呈
式

６
月
８
日
㈬
、
宇

都
宮
法
人
会
女
性
部

会
の
「
第
43
回
通
常

総
会
」
と
「
税
務
研

修
会
」
が
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
イ
タ
ヤ
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
税
務
研

修
会
は
、
講
師
に
宇
都
宮
税
務
署
副
署

長 

茅
野
純
也
様
を
お
迎
え
し
、「
国
税

に
お
け
る
救
済
制
度
」
と
題
し
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
税
庁
税
務
署

の
組
織
構
成
や
役
割
と
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
税
に
関
す
る
質
問
や
相
談
の
方

法
、
課
税
処
分
に
異
議
が
あ
る
場
合
の

不
服
申
し
立
て
や
再
調
査
請
求
な
ど
の

権
利
救
済
制
度
に
つ
い
て
な
ど
、
な
か

な
か
伺
う
機
会
が
な
い
貴
重
な
お
話
に

参
加
者
全
員
が
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

研
修
会
後
に
行
わ
れ
た
総
会
に
は
、

宇
都
宮
法
人
会
会
長 

黒
本
淳
之
介
様
、

青
年
部
会
副
部
会
長 

若
月
裕
之
様
、

ご
講
話
を
い
た
だ
い
た
宇
都
宮
税
務
署 

茅
野
副
署
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
来
賓
の

皆
様
に
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。
福
田

部
会
長
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
議
事
も
滞
り
な
く
決
議
さ
れ
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
延
期
や
中
止
に
な
っ

た
行
事
も
多
か
っ
た
令
和
３
年
度
で
し

た
が
、
新
年
度
こ
そ
は
可
能
な
限
り
事

業
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
部
会
長
を

中
心
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

（
研
修
委
員
長
　
名
村
史
絵
）

３
月
16
日
㈬

国
立
病
院
機
構

宇
都
宮
病
院
に

伺
い
、
田
中
院

長
先
生
・
杉
山

副
院
長
先
生
に

ご
出
席
い
た
だ

き
贈
呈
式
を
行

い
ま
し
た
。
今

回
作
製
し
た
の
は
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
・

よ
だ
れ
か
け
・
防
水
シ
ー
ト
付
タ
オ
ル
・

車
椅
子
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
カ
バ
ー（
２
種
）

で
合
計
１
０
０
枚
で
す
。
例
年
よ
り
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
、
贈
呈
式
が
遅
く
な
り

ま
し
た
が
、
無
事
お
届
け
で
き
安
心
致

し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
、
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。（社

会
貢
献
委
員
長
　
中
村
和
子
）

４
月
14
日
㈭
ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静
岡
に

於
い
て
、
全
国
11
国
税
局
管
内
法
人
会

女
性
部
会
々
員
１
３
８
２
名
が
静
岡
に

集
い
ま
し
た
。
宇
都
宮
は
９
名
が
参
加

致
し
ま
し
た
。
会
場
内
に
「
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

別
所
哲
也
氏
に
よ
る
記
念
講
演
。「
ふ

じ
の
く
に
〝
地
域
で
学
び
、
文
化
で
つ

な
ぐ
〞
〜
女
性
の
力
〜
」
の
大
会
宣
言

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

情
報
交
換
会
で
は
、
魅
力
あ
る
女
性

部
会
に
す
る
た
め
「
女
性
部
会
活
動
の

活
性
化
」
と
題
し

討
議
①
女
性

部
会
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
食

品
ロ
ス
に
取
り

組
む
か
。

討
議
②W

ith

コ
ロ
ナ
禍
、
女

性
部
会
活
動
報

告
と
新
た
な
取

り
組
み
に
関
し
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。翌

日
、
日
本
女
性
初
樹
木
医
の
塚
本

こ
な
み
様
が
監
修
し
て
い
る
浜
松
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
を
訪
ね
ま
し
た
。
塚
本
様

は
、
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
藤

の
移
植
に
成
功
し
理
事
長
に
就
任
さ
れ

経
営
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
当
園

内
に
も
見
事
な
藤
の
花
が
咲
き
初
め
て

い
ま
し
た
。
園
内
を
ご
一
緒
に
案
内
し

て
頂
き
春
を
満
喫
致
し
ま
し
た
。

（
副
部
会
長
　
小
杉
恵
子
）

５
月
22
日
㈰

宇
都
宮
城
址
公

園
に
て
、
２
年

ぶ
り
に
青
年
部

会
と
共
に
出
店

し
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は

参
加
団
体
が
日

頃
の
活
動
を
発
表
し
、
来
場
す
る
市
民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、

宇
都
宮
の
良
さ
・
素
晴
ら
し
さ
を
再
発

見
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
女
性
部
会

は
税
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
税
金
ク
イ

ズ
や
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
で
選
ば
れ
た
作
品
の
プ
リ
ン
ト
が
入

っ
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
夏
の
節

電
目
標
が
印
刷
さ
れ
た
う
ち
わ
（
５
０

０
本
）
を
配
り
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま

れ
、
大
勢
の
来
場
が
あ
り
予
定
よ
り
早

く
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
長
　
永
井
京
子
）
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理

会

税

士

令
和
4
年
度
税
制
改
正

（文責　関東信越税理士会宇都宮支部　齋藤次郎）

積
極
的
な
賃
上
げ
等
を

促
す
た
め
の
措
置
に
つ
い
て

雇用者全体の給与総額
対前年度増加率1.5%以上

雇用者全体の給与総額
対前年度増加率1.5%以上給与総額の増加率

【適用要件】

雇用者全体の給与総額の
対前年度増加額

雇用者全体の給与総額の
対前年度増加額

当期の法人税額×20%

上乗せ
（賃上げ）

雇用者全体の給与総額
対前年度増加率2.5%以上

【控除率最大25%】 【控除率最大40%】

上乗せ
（教育訓練費）

教育訓練費の対前年度
増加率10%以上【保存義務】

（経営力向上の証明は廃止）

10%

15% 15%

15%

15%

控
　除
　率

当期の法人税額×20%

〈改正後〉〈改正前〉

【税額控除】

控除率を乗ずる対象

基本

控除上限額

②認定経営力向上計画
における経営力向上の証明

①教育訓練費の対前年度
増加率10%以上【添付義務】

かつ①、②の
いずれかの要件

雇用者全体の給与総額
対前年度増加率2.5%以上

■中小企業等における新旧対照表

成
長
と
分
配
の
好
循
環
の
実
現
に
向

け
て
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

配
慮
し
た
経
営
と
積
極
的
な
賃
上
げ
を

促
す
観
点
か
ら
賃
上
げ
に
係
る
税
制
措

置
が
抜
本
的
に
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

改
正
前
か
ら
の
主
な
変
更
点
と
し
て

は
、
大
企
業
等
に
つ
い
て
は
就
職
氷
河

期
の
再
来
を
防
止
す
る
目
的
で
の
人
材

確
保
等
促
進
税
制
か
ら
積
極
的
な
賃
上

げ
を
推
奨
す
る
た
め
の
所
得
拡
大
促
進

税
制
へ
の
変
更
が
行
わ
れ
、
更
に
、
資

本
金
が
10
億
円
以
上
、
か
つ
常
時
使
用

従
業
員
数
1
0
0
0
人
以
上
の
大
企
業

で
あ
る
場
合
に
は
、
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
経
営
宣
言
を
行
う
こ
と
が
要

件
と
な
っ
て
お
り
、
従
業
員
だ
け
で
な

く
、
下
請
け
企
業
に
も
配
慮
し
た
改
正

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
経
営
宣

言
と
は
、
従
業
員
や
取
引
先
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利

害
関
係
者
）
に
対
し
、
各
企
業
が
ど
の

よ
う
な
配
慮
を
行
う
か
、
自
ら
宣
言
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
従

業
員
へ
の
還
元
（
賃
上
げ
等
）、
取
引
先

へ
の
配
慮
（
取
引
先
と
の
適
切
な
関
係

の
構
築
の
方
針
）
及
び
、
そ
の
他
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
環
境
、
地
域
社
会
、

国
際
社
会
等
）
に
関
す
る
取
組
の
方
針

を
決
定
し
、
そ
の
内
容
を
経
済
産
業
大

臣
に
届
け
出
し
た
う
え
で
自
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
等
で
公
表
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

一
方
で
、
中
小
企
業
等
に
求
め
ら
れ

る
も
の
は
、
教
育
訓
練
の
充
実
に
伴
う

生
産
性
の
向
上
及
び
賃
上
げ
又
は
雇
用

の
確
保
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
事
前
の

届
出
等
は
要
し
ま
せ
ん
。
中
小
企
業
等

に
つ
い
て
も
す
べ
て
の
上
乗
せ
要
件
を

満
た
す
こ
と
に
よ
り
改
正
前
よ
り
も
拡

充
さ
れ
た
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

本
稿
で
は
中
小
企
業
等
に
つ
い
て
の
変

更
を
確
認
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
適
用
要
件

雇
用
者
給
与
等
支
給
額
の
増
加
割
合

が
1.5
％
以
上
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
改

正
前
か
ら
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
税
額
控
除

雇
用
者
全
体
の
給
与
総
額
の
対
前
年

度
増
加
額
の
15
％
が
基
本
と
な
る
控
除

率
と
な
り
、
改
正
前
か
ら
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
の

増
加
割
合
が
2.5
％
以
上
で
あ
る
場
合
に

は
控
除
率
に
15
％
が
、
教
育
訓
練
費
の

対
前
年
度
増
加
率
が
10
％
以
上
で
あ
る

場
合
に
は
更
に
10
％
が
追
加
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
最
大
で
雇
用
者
全
体
の
給

与
総
額
の
対
前
年
度
増
加
額
の
40
％
の

税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
税
額
控
除
の
上
限

額
は
改
正
前
と
同
じ
く
、
適
用
年
度
の

法
人
税
額
の
20
％
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

3
手
続
き
の
簡
素
化

改
正
前
の
上
乗
せ
要
件
の
一
つ
で

あ
っ
た
認
定
経
営
力
向
上
計
画
の
要
件

は
廃
止
と
な
り
、
教
育
訓
練
費
の
明
細

書
の
添
付
義
務
は
保
存
義
務
へ
と
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

4
適
用
期
間

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
開
始
す
る
各
事

業
年
度
と
な
り
ま
す
。

改
正
前
と
の
比
較
は
次
の
表
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
な
お
、「
雇
用
者
」
や
「
教

育
訓
練
費
」
等
の
用
語
の
定
義
に
つ
い

て
は
紙
面
の
都
合
上
割
愛
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
の
で
顧
問
税
理
士
等
に
ご

相
談
の
上
で
ご
判
断
く
だ
さ
い
。
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健
康
の
お
話

沼
尾 

利
郎

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
ち
こ
た
え
る
力
）

沼
尾
　利
郎

　
　ぬ
ま
お 

と
し
お

日
光
市
生
ま
れ
。
宇

都
宮
高
校
、
獨
協
医

大
卒
業
後
、
米
国
留

学
を
経
て
塩
谷
総
合
病
院
副
院
長
、
国
立
病

院
機
構
宇
都
宮
病
院
院
長
を
歴
任
。
現
在
は

同
病
院
名
誉
院
長
と
し
て
宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
で
診
療
。
専
門
は
呼
吸
器
、

ア
レ
ル
ギ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
な
ど
。

■
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考

と
は
物
事
を
肯
定
的

に
捉
え
、
積
極
的
・

楽
観
的
で
前
向
き
な

考
え
方
（
プ
ラ
ス
思

考
）
の
こ
と
で
あ
り
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思
考
は

物
事
を
否
定
的
に
捉
え
、
消
極
的
・
悲

観
的
で
後
ろ
向
き
な
考
え
方
（
マ
イ
ナ

ス
思
考
）
を
意
味
し
ま
す
。
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
人
は
外
交
的
で
開
放
性
が
あ
り
、

情
緒
も
安
定
し
て
柔
軟
な
考
え
の
で
き

る
良
い
面
ば
か
り
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
が
、
本
当
に
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思
考
＝

悪
い
も
の
」
な
の
で
し
ょ
う
か
？

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
人
は
不
安
や
心
配
か

ら
危
険
回
避
能
力
が
高
く
、
想
像
力
や

共
感
力
が
豊
か
で
冷
静
な
判
断
が
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
の

良
さ
が
あ
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
は
両
立
し
う
る
も
の
（
す
べ
き

も
の
）
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
別
な
言

い
方
を
す
れ
ば「
き
っ
と
君
は
来
な
い
」

（
山
下
達
郎
）
と
悲
観
的
に
考
え
な
が

ら
も
、「
わ
が
は
か
ら
い
に
あ
ら
ず
／

な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
」（
親
鸞
）

と
明
る
い
諦
観
で
物
事
に
対
処
す
る
こ

と
が
、
穏
や
か
で
安
定
し
た
心
を
保
つ

「
生
き
る
知
恵
」
と
言
え
そ
う
で
す
。

■
よ
く
な
い
状
況
を
持
ち
こ
た
え
る
力

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ（
Ｎ

Ｃ
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
英
国
の
詩
人
キ
ー
ス
が
最
初
に
用
い

た
言
葉
で
あ
り
、「
不
確
実
で
ど
う
に

も
答
え
の
出
な
い
状
況
を
持
ち
こ
た
え

る
力
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
現
代
社

会
で
は
問
題
を
素
早
く
的
確
に
処
理
す

る
問
題
解
決
能
力
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ケ

イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
／
Ｐ
Ｃ
）
が
評
価
さ
れ

ま
す
が
、
不
確
か
で
複
雑
で
あ
い
ま
い

な
今
日
の
社
会
状
況
で
は
、
簡
単
に
答

え
の
出
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
の
が
現

状
で
す
。Ｎ
Ｃ
は
「
迷
う
能
力
」
と
も

言
え
ま
す
が
決
し
て
諦
め
る
こ
と
で
は

な
く
、
不
安
定
で
ど
う
な
る
か
分
か
ら

な
い
状
況
を
受
け
止
め
な
が
ら
も
、
希

望
や
答
え
を
探
し
続
け
る
態
度
な
の
で

す
。新

型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
大

流
行
）
の
よ
う
に
、
先
の
見
え
な
い
ど

う
に
も
対
処
で
き
な
い
状
況
で
不
安
や

無
力
感
を
感
じ
る
時
に
支
え
と
な
る
の

が
Ｎ
Ｃ
で
あ
り
、
中
途
半
端
で
宙
ぶ
ら

り
ん
の
状
態
か
ら
逃
げ
ず
、
安
易
な
結

論
を
出
す
こ
と
な
く
そ
こ
に
居
続
け
る

の
も
ひ
と
つ
の
能
力
な
の
だ
（
問
題
保

持
能
力
）
と
考
え
ま
す
。
す
ぐ
に
答
え

を
出
さ
な
い
の
で
「
問
題
の
先
送
り
」

と
考
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
決

断
し
な
い
の
で
は
な
く
、
す
ぐ
に
は
決

め
な
い
と
い
う
決
断
を
す
る
」
こ
と
な

の
で
す
。
世
の
中
に
は
Ｐ
Ｃ
に
対
す
る

信
仰
ば
か
り
が
は
び
こ
っ
て
い
ま
す

が
、Ｎ
Ｃ
の
概
念
を
知
る
こ
と
で
人
生

の
生
き
や
す
さ
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。「
こ
の
言
葉
に
出

会
っ
た
こ
と
で
困
難

な
と
き
も
肝
が
す
わ

り
、
ふ
ん
ば
る
力
が

つ
き
ま
し
た
」（
帚
木

蓬
生
／
作
家
・
精
神

科
医
）。

■
不
確
実
な
時
代
の
あ
い
ま
い
さ
耐
性

困
難
な
時
代
に
こ
そ
あ
い
ま
い
な
状

況
を
受
け
止
め
る
力
（
Ｎ
Ｃ
）
は
人
生

を
生
き
抜
く
力
と
な
り
、
医
療
の
分
野

な
ど
で
力
を
発
揮
し
ま
す
。
医
療
者
は

「
早
く
的
確
に
病
気
を
診
断
し
て
治
療

す
る
の
が
大
切
」
と
の
医
学
教
育
を
受

け
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
場
面
が
数
多
く
あ
る
の
が

臨
床
の
現
場
で
あ
り
、
精
神
医
学
や
緩

和
ケ
ア
、
各
種
の
依
存
症
治
療
、
心
理

学
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
不
登
校
や
引

き
こ
も
り
対
応
な
ど
で
も
Ｎ
Ｃ
の
考
え

が
役
に
立
ち
ま
す
。

例
え
ば
緩
和
ケ
ア
の
現
場
で
患
者
さ

ん
か
ら
「
死
に
た
い
」
と
言
わ
れ
た
時
、

す
ぐ
に
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
立

場
（
Ｐ
Ｃ
）
で
あ
れ
ば
「
抗
う
つ
薬
を

処
方
」
と
か
「
精
神
科
を
受
診
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、Ｎ
Ｃ
の
立
場

で
あ
れ
ば
す
ぐ
に
答
え
が
で
な
く
て
も

患
者
さ
ん
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
寄
り
添

い
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
Ｎ
Ｃ
は
安
易
に
答
え
を
出
さ
な
い

力
の
こ
と
で
あ
り
、
共
に
悩
み
を
考
え

て
い
く
力
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

「
迷
い
を
持
ち
こ
た
え
る
力
（
葛
藤

保
持
力
）
は
大
事
で
あ
り
、
い
ろ
ん
な

葛
藤
を
持
ち
な
が
ら
グ
ッ
と
耐
え
て
持

ち
続
け
る
の
が
大
人
な
の
で
す
」（
河

合
隼
雄
／
心
理
学
者
）

物
事
を
白
か
黒
か
に
分
け
る
よ
う
な

考
え
の
人
は
、「
あ
い
ま
い
さ
耐
性
が

低
い
」
と
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
必
要
以

上
に
正
し
さ
（
正
義
）
を
追
求
し
て
は

い
け
な
い
の
で
あ
り
、
白
と
黒
の
間
の

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を
ど
れ
だ
け
許
容
で
き

る
か（
あ
い
ま
い
さ
に
耐
え
ら
れ
る
か
）

と
い
う
こ
と
が
、
疫
病
・
災
害
・
戦
争

な
ど
混
乱
と
混
迷
の
時
代
を
生
き
る
現

在
の
私
た
ち
に
必
要
な
力
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
（
栃
医
新
聞2022/6/20

掲

載
　
一
部
改
変
）。
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会
員
の
声

不
動
産
業
界
の
変
遷

公益社団法人 宇都宮法人会 2022年 時局講演会

龍崎　孝 氏
流通経済大学教授

令和４年９月６日㈫　
ベルヴィ宇都宮

日 時

講 師

場 所

300席のうち100名定 員

無料（要予約）入場料

18:00～19:40

これからの日本の政治経済について

発
行
／
公
益
社
団
法
人
宇
都
宮
法
人
会
　
宇
都
宮
市
鶴
田
2
-2
1
-14
　
T
E
L
0
2
8
-6
4
8
-9
4
6
6
　
h
ttp
://w

w
w
.u
tsu
h
o
u
.o
r.jp
　
発
行
人
／
黒
本
淳
之
介
　
広
報
委
員
長
／
竹
末
次
夫
　
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
／
藤
﨑
印
刷
㈱

私
は
宇
都
宮
市
内
で
不
動
産
業
を
開

業
し
30
年
に
な
り
ま
す
。
不
動
産
業
界

も
各
時
代
と
共
に
変
化
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

開
業
当
時
は
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後

で
あ
り
、
土
地
の
地
価
も
値
下
が
り
、

い
く
つ
か
の
会
社
も
倒
産
を
す
る
時
代

で
し
た
が
、
宇
都
宮
市
内
は
大
手
企
業

の
進
出
、
2
つ
の
大
学
の
開
校
が
重
な

り
賃
貸
需
要
が
増
え
た
時
期
で
も
あ
り

ま
し
た
。

開
業
当
時
の
不
動
産
賃
貸
営
業
は
、

足
で
稼
ぐ
こ
と
、
ま
た
紙
媒
体
で
の
集

客
が
主
な
営
業
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
私

も
白
地
開
拓
の
た
め
宇
都
宮
市
内
の
大

手
企
業
を
訪
問
し
、
社
員
様
の
賃
貸
契

約
を
締
結
し
て
い
た
だ
け
る
そ
の
よ
う

な
時
代
で
し
た
。

開
業
10
年
後
く
ら
い
か
ら
、
不
動
産

業
界
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し

始
め
、
当
社
で
も
そ
の
波
に
乗
る
た
め

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。
当

時
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
お
客
様
の
集

客
と
い
う
よ
り
、
会
社
案
内
の
よ
う
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
し
た
。
そ
の
3
年
後

く
ら
い
か
ら
、
集
客
を
目
的
と
し
た

ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
が
徐
々
に
増
え
、
大

手
不
動
産
会
社
で
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

事
業
に
力
を
い
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し

た
。
不
動
産
の
検
索
サ
イ
ト
で
は
、
多

数
の
物
件
を
掲
載
し
成
約
に
繋
が
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
20
年
ほ
ど

前
か
ら
、
企
業
が
社
員
の
福
利
厚
生
の

た
め
に
依
頼
す
る
、
社
宅
代
行
会
社
が

で
き
、
地
域
の
不
動
産
会
社
と
連
携
を

し
て
社
員
の
住
ま
い
を
斡
旋
す
る
事
が

主
流
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
大
手
及
び
社

宅
代
行
会
社
と
の
提
携
に
よ
り
賃
貸
ビ

ジ
ネ
ス
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

売
買
事
業
で
は
、
バ
ブ
ル
後
総
量
規

制
に
よ
り
土
地
の
売
買
や
投
資
用
ビ
ジ

ネ
ス
需
要
も
か
な
り
低
迷
し
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
も
新
築
住
宅
に
特
化

し
て
い
ま
し
た
が
、
ア
パ
ー
ト
建
築
及

び
テ
ナ
ン
ト
建
築
に
も
徐
々
に
乗
り
出

し
、
各
地
域
の
地
主
様
を
対
象
に
相
続

の
節
税
対
策
、
家
賃
保
証
に
つ
い
て
ご

提
案
を
し
な
が
ら
投
資
用
物
件
の
拡
大

を
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、
新
築
住
宅
は
、
銀
行
金

利
も
低
く
長
期
借
入
に
よ
り
若
い
夫
婦

の
需
要
が
増
え
て
い
る
傾
向
で
す
。

現
在
は
、
コ
ロ
ナ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
で
不
動
産
業
界
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ

て
お
り
、
建
築
資
材
の
高
騰
な
ど
、
そ

の
影
響
も
多
く
受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

資
材
の
納
期
も
か
な
り
遅
れ
、
既
に
材

料
に
つ
い
て
も
値
上
げ
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
企
業
の
賃
金
が
上
が
ら
ず
生

活
必
需
品
が
値
上
げ
さ
れ
て
お
り
、
と

て
も
厳
し
い
時
代
に
な
っ
た
と
感
じ
ら

れ
ま
す
。

今
後
は
、
宇
都
宮
法
人
会
で
多
く
の

人
と
交
流
し
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
生
か
す
事
が
大
切
に
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
も
現

在
の
状
態
に
満
足
せ
ず
、
さ
ら
な
る
高

み
を
目
指
し
努
力
す
る
心
を
持
ち
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

細
谷
戸
祭
支
部
長

　礒

　賢
次

宇都宮法人会  今後の事業予定（主なもの）

７月

８月

８月

８月

８月

８月

９月

９月

10月

23日

８日

９日

24日

31日

下旬

６日

９日

上旬

チャリティ映画観賞会

決算期別法人説明会

決算期別法人説明会

経理セミナー

本部・支部・部会役員合同研修会

パソコンセミナー

時局講演会

県連主催会員研修会

新設法人説明会

栃木県総合文化センター

ベルヴィ宇都宮

護国会館

法人会会館

ホテルニューイタヤ

法人会会館

ベルヴィ宇都宮

宇都宮市文化会館

法人会会館

月　日 行　　事 会　　場

10月

10月

10月

10月

11月

11月

11月

11月

13日

19日

下旬

29日
～31日

上旬

上旬

中旬

29日

全法連全国大会千葉大会

チャリティゴルフ大会

経営安定セミナー

全国障害者スポーツ大会
ブース出展

決算期別法人説明会

決算期別法人説明会

秋季講演会

国税局総務部長講演会

千葉市

宇都宮CC

法人会会館

栃木県総合運動公園

ベルヴィ宇都宮

護国会館

栃木県総合文化センター

栃木県総合文化センター

月　日 行　　事 会　　場

028-648-9466TEL 028-648-9468FAX

裏表紙

有料広告 ４月、７月、
10月、１月
　　　発行

掲載の
ご案内

年
４
回

広告の申込・お問い合わせは

公益社団法人 宇都宮法人会

■料金表

10,000 円
5,000 円

中　面

●２段………
●１段………

30,000 円
20,000 円

Ａ
４
版

Ａ
４
版

　　　………
　　　　……
●１段
●１/２段

※新型コロナウイルス感染症予防対策により、内容は変更になることがあります。


